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　お知らせ
　　

平
成
19
年
11
月
21
日
現
在
で
「
平
成

19
年
全
国
物
価
統
計
調
査
」
が
実
施
さ

れ
ま
す
。

　

11
月
上
旬
か
ら
、
各
調
査
店
舗
へ
千

葉
県
知
事
が
任
命
し
た
調
査
員
が
「
調

査
員
証
」
を
携
行
し
て
調
査
票
の
配
布

と
記
入
依
頼
に
お
伺
い
し
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
問
合
せ
〉

千
葉
県
総
合
企
画
部
統
計
課

統
計
調
査
室
経
済
担
当
グ
ル
ー
プ

電
話
０
４
３
‐
２
２
３
‐
２
２
３
０

　
　

　

商
標
制
度
が
改
正
さ
れ
、
平
成
18
年

4
月
1
日
よ
り
地
域
団
体
商
標
制
度
、

そ
し
て
平
成
19
年
4
月
1
日
よ
り
小
売

等
役
務
商
標
制
度
と
、
2
年
続
け
て
新

た
な
制
度
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
団
体
商
標
制
度
は
、
地
域
名
と

商
品
名
等
か
ら
な
る
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の

保
護
を
適
切
に
行
う
こ
と
に
よ
り
地
域

の
活
性
化
に
資
す
る
た
め
、
地
域
の
事

業
者
団
体
に
権
利
を
付
与
す
る
も
の
で

す
。
ま
た
、小
売
等
役
務
商
標
制
度
は
、

小
売
業
者
や
卸
売
業
者
が
商
品
の
販
売

を
す
る
際
に
行
う
総
合
的
な
サ
ー
ビ
ス

活
動
に
使
用
す
る
商
標
を
サ
ー
ビ
ス

マ
ー
ク
と
し
て
保
護
す
る
も
の
で
す
。

両
制
度
は
す
で
に
運
用
が
開
始
さ
れ
て

お
り
ま
す
が
、
ユ
ー
ザ
ー
の
方
々
の
理

解
を
深
め
、
制
度
が
円
滑
に
進
め
ら
れ

る
よ
う
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
「
地
域

団
体
商
標
制
度
」
及
び
「
小
売
等
役
務

商
標
制
度
」
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。参
加
費
は
無
料
で
す
の
で
、

こ
の
機
会
に
奮
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。

日
時　

11
月
28
日
（
水
）
午
後
1
時
～

場
所　

千
葉
商
工
会
議
所
12
階

問
合
せ　
（
社
）
発
明
協
会
千
葉
支
部

電
話　

０
４
３
‐
２
２
７
‐
０
６
５
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
３
‐
２
２
７
‐
０
６
５
２

　　

千
葉
県
内
の
事
業
所
で
働
く
す
べ
て

の
労
働
者
（
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
等

を
含
む
。）
及
び
、
そ
の
使
用
者
に
適

用
さ
れ
る
地
域
別
最
低
賃
金
「
千
葉
県

最
低
賃
金
」
が
平
成
19
年
10
月
19
日
か

ら
時
間
額
７
０
６
円
（
従
来
は
６
８
７

円
）
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
、
千
葉
労
働
局
労
働
基
準

部
賃
金
室
（
０
４
３
‐
２
２
１
‐

２
３
２
８
）
か
最
寄
の
労
働
基
準
監
督

署
へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。

　

24
時
間
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス

０
４
３
‐
２
２
１
‐
４
７
０
０

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

経
済
産
業
省
で
は
、
製
造
業
を
営
む

事
業
所
を
対
象
に
工
業
の
実
態
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
毎
年
12

月
31
日
現
在
で
工
業
統
計
調
査
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
調
査
結
果
は
、
経
済
動
向

を
把
握
す
る
た
め
の
重
要
な
資
料
と
し
て

広
く
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
調
査
は
、

県
、市
区
町
村
を
通
じ
て
実
施
し
ま
す
が
、

今
年
も
調
査
員
が
「
調
査
表
を
携
行
し

て
お
伺
い
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

対　
　

象　

製
造
業
を
営
む
事
業
所

調
査
内
容　

 

従
業
者
数
、
製
造
品
出
荷

額
、
在
庫
額
、
原
材
料
使

用
額
な
ど

問
合
せ　

千
葉
県
総
合
企
画
部
統
計
課

電
話　

 
０
４
３
‐
２
２
３
‐
２
２
２
６
～
７

１
主
旨

　

将
来
に
わ
た
り
安
心
し
て
医
療
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
、
国
民
皆
保
険
を
維
持

し
つ
つ
、
現
役
世
代
と
高
齢
者
世
代
の

負
担
を
明
確
に
し
た
公
平
で
分
か
り
や

す
い
制
度
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
内
の
全
市
町
村
が
加
入
す
る
千
葉
県

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
が
、
運
営
主

体
と
し
て
医
療
給
付
や
保
険
事
業
等
を
行

い
ま
す
。
な
お
、
申
請
の
受
付
・
保
険
料

徴
収
に
つ
い
て
は
市
町
村
が
行
い
ま
す
。

２
制
度
開
始
時
期

　

平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら

３
対
象
と
な
る
方

　

75
歳
以
上
（
75
歳
の
誕
生
日
か
ら
）

の
方
（
65
歳
以
上
の
方
で
一
定
の
障
害

が
あ
り
広
域
連
合
の
認
定
を
受
け
た

方
）
※
他
の
保
険
制
度
か
ら
抜
け
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

４
制
度
の
内
容

⑴ 

医
者
に
か
か
っ
た
と
き
の
自
己
負
担

は
今
ま
で
と
同
じ
で
す
。

　

・
一
般
の
方
：
1
割
負
担
で
す
。

　

・ 

現
役
並
み
所
得
の
方
：
３
割
負
担

で
す
。

⑵
保
険
料
負
担

　

・ 

75
歳
以
上
の
す
べ
て
の
方
（
一
定

の
障
害
の
あ
る
方
は
65
歳
以
上
）

に
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

・ 

原
則
と
し
て
年
金
か
ら
天
引
き
し

ま
す
。

　

・ 

保
険
料
（
均
等
割
額
、所
得
割
額
）

は
千
葉
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
が
定
め
ま
す
。

　

・ 

所
得
の
低
い
方
、
被
用
者
保
険
の

被
扶
養
者
で
あ
っ
た
方
に
は
保
険

料
の
軽
減
措
置
が
あ
り
ま
す
。

⑶ 

新
し
い
被
保
健
者
証
が
一
人
に
一
枚

交
付
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ

千
葉
県
健
康
福
祉
部
保
険
指
導
課
国
保

老
人
医
療
室

電
話　

０
４
３
‐
２
２
３
‐
２
４
５
３

千
葉
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

電
話　

０
４
３
‐
３
０
８
‐
６
７
６
８

　

新
た
に
開
始
さ
れ
る
報
告
制
度
の
説

明
と
併
せ
て
電
子
マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト
制
度

の
普
及
促
進
を
図
る
た
め
、
左
記
の
と

お
り
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
ご

参
加
下
さ
る
よ
う
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

日
時
①
平
成
19
年
11
月
22
日

　
　

②
平
成
19
年
12
月
7
日

場
所　

千
葉
市
総
合
保
険
医
療
セ
ン
タ
ー

内
容
①
産
業
廃
棄
物
管
理
票
制
度
に
つ

い
て
②
電
子
マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト
に
つ
い

て
③
そ
の
他

問
合
せ　

千
葉
市
環
境
局
環
境
管
理
部

産
業
廃
棄
物
指
導
課 

事
業
所
係

電
話
０
４
３
‐
２
４
５
‐
５
６
８
２

　

新
入
職
員
▽
池
澤
由
寿
…
連
携
支
援

部
主
事
、
官
公
需
を
担
当
し
ま
す
。
宜

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
▽
箱
崎
美
和
…

連
携
支
援
部
主
事
、
講
習
会
・
次
世
代

育
成
支
援
対
策
推
進
セ
ミ
ナ
ー
担
当
。

が
ん
ば
り
ま
す
。

全
国
物
価
統
計
調
査
に
御
協
力
を

「
地
域
団
体
商
標
制
度
」
及
び

「
小
売
等
役
務
商
標
制
度
」
説
明
会

「
千
葉
県
最
低
賃
金
改
正
」の
お
知
ら
せ

工
業
統
計
に
ご
協
力
を

高
齢
者
の
医
療
制
度
が
新
し
く
な
り
ま

す
。（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
施
行
）

産
業
廃
棄
物
管
理
票
制
度
等
に
関
す
る

説
明
会
を
開
催
し
ま
す




